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３．PXA with anaplastic features with sarcomatous componentと組織診断した前頭葉腫瘍の１例
小倉 良介??，伊藤 絢子?，塚本 佳広?
五十川瑞穂?， 齋藤 理恵?，青木 洋?
岡本浩一郎?， 藤井 幸彦?，高橋 均?
柿田 明美?
（１ 新潟大学脳研究所病理学分野）
（２ 同 脳神経外科学分野）
【症 例】 84歳,男性.発症年1月より活動性の低下が目
立ち,4月に入り,失禁をきたすようになった.4月中旬に
近医受診し,頭部MRIで右前頭葉に腫瘍性病変を指摘さ
れ,新潟大学病院脳外科に紹介となった.神経学的には著
明な認知機能低下と左片麻痺あり.腫瘍は右前頭葉から島
部にかけて径50 mmの不整に造影される病変であり,また
左前頭葉にも小さな造影病変を認めた.高齢ではあるが,
症状の改善を見込み5月に右前頭葉の腫瘍を亜全摘出し
た.術後は少分割照射 (39 Gy/13回)を行い,7月から外来
でテモゾロミド内服維持療法を開始した.腫瘍は治療に抵
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図１ 突起を持たない円形のEpithelioid celの増殖を認める.
核は大型で中心性～偏在傾向を示す.
図２ 一部の領域には異型の弱いグリア細胞の増殖を認める.
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